


























































































































































































































く希鼠するに至った。国厨国文学界の二十数学会は一致して本センター 設立推進に協力しており、一日も早く本センター 設世を実現して、そ 成果を国民に還元することは、今日の急務であるとともに、後代への国民的使命でもあると侭ずる。また、海外に目を転ずれば、日本文学研究は近年いよいよさかんで、これら研究者との愉報交換による国際的文化交流への貢献は、きわめて大きい・
本センターの設匠について、日本学術会謡から内閣総理大臣に勧告されたのは、昭和四十一
年十二月である。それ 前後して、われわれは の「連絡協議会」を結成し 右 述べたように積極的に活動を開始した。その第一として、本センター般匠の際には収集すべき文献資料のサンプル閥査を行ない、塊一次「文献目録一覧表」（古代から近世まで 四二九点）を 年四月、六月に文部省に提出 こ 収集計画は樋顛と て約六万点（異本等を含め約五十万点）の推定である。
学術審融会学術研究体制特別委員会は、日本学術会麹から設立勧告された研究所のうち、本
センターを最優先的にとりあげることを混め、この性格 国文学研究の情報センターの意義を重視し、矼算磯等の導入 よる処理体制を加え、茶本榊想をまとめ 文部大臣に報告した
くり返して言うが、国文学の古典の資料の保存・収集および共同利用・傭報提供 ため 本
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コンピューター導入と
国際集会。国際交流
ｒ６ク０
、
市古開館式が終わって，
すぐ閲覧業務を始めて，その
次に来るのがコンピューター
の問題です。これは当初から
プランにありました。それは
ぜひやらなきゃいけないとい
うことで，山中さんに49年に
一
Ｆ『、診、ワシ型ｌｊ
市古館長(手前左端)の説明で開館記念展示を見る海部文相
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なさっていられる節もありましてね。けれども
実際にはそう簡単には行かないんです。
－国際集会は52年に第1回が始まってい
ます。ということは，準備構想をお考えになっ
たのは51年ごろからですか。
市古ええ。それは今申した通り，かなり前
から考えていたわけですし，長老・先輩の方々
からも強く要望されていたことです。私もなる
べく早く開催したいと思ったんですが，何しろ
建物が建たないうちに具体的に踏み切ることも
できません。それで52年に開館と同時に，この
際国際集会をぜひ開こうと考えました。ところ
が，最初の時は予算がないので，非常に困りま
した。
－確か組織委員会というものを作って，
組織委員会主催で……。
（山中）学術振興会から補助金をもらいました。
市古多少補助金をもらったり，会計課にも
無理を言って金の都合をつけてもらったりして，
とにかく開催に漕ぎつけたんです。ところが，
その第1回の集会が非常に評判がよかったんで
す。それで私は力を得て，その後毎年開くこと
にし，今日に及んでいるわけです。情報室その
他の関係の人に大変ご迷惑をおけましたが，お
蔭で年を追って盛んになり，順調に発展してい
ると言ってよいと思います。最近は外国の研究
者でこの会に参加することを希望している方が
ふえているようですし，より一層育てていかな
ければならないと思います。
それから，これもかなり前から感じていたの
ですが，外国から来られる研究者に対して，わ
● ●
が国はそれほどきめ細かく心を配っているとは
言えない。大学の研究生になって来日する人も
少なくありませんが，そういう外国人研究生が
どこへ行っていいか，どうしたらいいか分らな
ここへ入っていただいたのも，実はそういう下
心があってのことです。科学方面のことについ
て明るい人も館に迎えたいとかねがね考えてお
りましたし，文部省のほうからもどうだという
ような話があり，（山中さんに)来ていただいた
わけです。
そこで何とかして早くコンピューターを導入
しなければいけないと考えました。情報処理室
の教官たちが非常に熱心に研究を続けてくれて
いるものですからね。そんなわけで努力を重ね
て，やっと52年度に(予算が)通りました。52年
の初めのころ，文部省へ行きますと，どこ(の部
局）へ行っても，「おめでとうございます」とか
「よかったですね。コンピューターが入って」
とか言ってくれるんです。それを聞きまして，
これがもし有効適切に使えなかったらどうしよ
うか－－稼動ミスなんてありますから－そう
なったら怒られるんじゃないかと，変な気持で
した｡(笑）おめでとうと言われたのは嬉しかっ
たんですが，後が心配なんです。幸いその後，
活発に動いています。これは研究情報部の部長
はじめ，情報処理室の人たちのご努力の成果だ
と思い，嬉しく，感謝に堪えないところです。
それと並行して，国際集会の開催がありまし
た。国際集会は前から考えていたことですが，
当初の文部省のプランにはそれほど強くは出て
いなかったと思うんです。一つは国際交流がだ
んだん盛んになってきた時代の動きにも関係し
ますが，それより前から，国文学者の幾人かの
長老の方，例えば久松先生はかねがね資料館が
できたらそれをやれとおっしゃっていました。
設立推進連絡協議会の後身である国語国文学会
連絡協議会でも，国際集会の話がちょっと出た
ことがあります。国立の研究機関ができると，
何でもなくそういう集会が行なえるように誤解
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－ところで外国人研究員としては，初代
のキーンさんが52年6月に来ておられますが
いというのではよくないし，窓口をこしらえる
べきであると思っていました。そこで国際交流
基金にも連絡をとって，「日本文学関係はこち
らで窓口になってあげますよ。困った人はみん
なよこしなさい」と伝えておきました。国際文
化交流という大切なことを資料館の一つの仕事
として，窓口になり，あるいは受入れ先になる
ようにしたいと考えたのですが，皆さんのご協
力によって大変うまくいっていると思います。
その一環として国際集会の問題が出てくると思
います。
－近年，国際集会が毎年行なわれるだけ
ではなく，国際交流基金とか学術振興会あたり
の援助で，ここを受入れ先にして日本へ研究に
来る人も，毎年のようにありますね。
市古国際交流基金に，困ったら何でも受け
入れてあげますよと約束したのは，これは館長
としてではなく個人で言ったと思っていただき
たいのですが，内心こういう姿勢を持ち続けて
ほしいと願っている次第です。その点，小山館
長は私よりもつと国際的な方ですから大丈夫で
す｡(笑）
◎
市古実は51年の，永井(道雄)さんが文部大
臣のころ，キーンさんを客員として迎えてもら
えないかという話が当局からありました。そこ
でわれわれは手筈を整えて，客員の第一号とし
て受け入れたのです。それまでも外国のすぐれ
た研究者を客員として招きたい，他の共同利用
研究所ではすべてそういう客員の枠があるよう
です。ですから，招きたいとは思っていながら
も言いそびれているうちに，むしろ文部省の好
意から始まったと言っていいと思います。
第1回のキーンさんの後ずっと続いていると
いうことは，国際交流の実をあげることにもな
りますし，お帰りになって資料館の宣伝をして
いただける。さらに，外国の方々の日本文学に
対する考え方には新鮮な方法が感じられたり，
またわれわれの盲点をつくようなところがしば
しばあるようです。ですからわれわれも虚心に
研究上採るべきところは採らなくてはならない。
そういうことによって国文学の新しい方法や意
義も発見できるかもしれな
い，そんなことを考えて，
キーンさんの来館を歓迎し
たわけです。
ただ，キーンさんに大変
申訳なかったのは，客員教
授という制度がなかったた
めに，外国人研究員という
名称で来ていただかざるを
得なかったことです。その
翌年から，資料館の中で認
める場合は客員教授の称号
を付することができること
一一一
第2回国際集会(昭和53年度）
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になったんですね。キーンさんの次のミルズさ
ん(53年度)の時は客員教授でした。
－その次(54年度)がサイデンステッカー
さん。
市古それからフランクさん(55年度)，レ
ヴィンさん(56年度)です。客員教授の方々は皆
さん，ここにおられた印象がよかったようで，
あとからもお手紙をいただいたりしました。た
いそう有意義な制度だと思います。
－そうですね。その後，来日なさるたび
にお寄りになる方もいらっしゃいます。
市古ええ。フランクさんもこの間（注，57
年4月）寄ってくださいましたね。あまり日本
の国内だけに目を向けないで－本来，できた
時は国内だけを念頭に置いていたのですが
－広く世界に目を向けるようにしないと，共
同利用機関としても発展しないのではないで
しょうか。
したが，なかなか認められませんでした。でも
去年あたりから，やや緒に就いてきましたね。
－はい。リストで注文して現物を購入す
るという，いわば通信販売的なシステムだけは
できました。ただ，調査ができませんので，な
かなか……。特に目録の出ていない図書館が多
いので，今のところ，進めにくくて困っていま
す。
市古もう一つ，残念で仕方がないのは，実
験講座にならなかったことです。できたのが早
過ぎたために｡(笑）共同利用機関の中では，私
たちは二番目でしたからね。
一二番目で最初の文科系だったわけです
ね。
市古創設当初に非実験だったために，なか
なか実験講座にならない。3～4年前からいろ
いろな会議で言ってきましたし，審議官が出て
きたときも強く申したことがあるんですが，一
旦非実験講座として出発すると，しかるべき時
期が来るまでどうしようもないらしい。非常に
残念なことの一つです。
－ただ，国語研究所なんかは，共同利用
機関じゃありませんが，一部実験化が実現した
んですか。そのほかにも非実験から実験になっ
た例があるのなら，われわれも望みを持ちたい
と思いますが……。
市古非実験から実験になっているのは，史
料編纂所が去年ですか。
（大野）昭和52～53年から，特殊史料部，古文
書・古記録部と近世史料部の三つです。大部門
制を敷いて……。
市古われわれのほうもフィールド・ワーク
ですから。ただ，フィールド・ワークは掘らな
いといけないらしいんです｡(笑）考古学なんか
がそうでしょう。ことに外国に行って掘るとい
海外収集と実験講座の問題
－その意味では，資料の調査・収集も国
内だけでなく，国外にも目を向けたいと最初か
らお考えになったんでしょうね。
市古それは最初から考えていたのですが，
まず国内を集めてから外へ及ぼしなさいと当局
から言われたことがありました。これは一つの
論理ですね。しかし，国内を撮るのはいつ終わ
るかわかりません。国内の比較的簡単に行ける
所の文献資料よりも，むしろ外国のものこそ早
く収集してもらいたいと，収集計画委員の益田
勝実さんなど幾人かから強く言われたことがあ
ります。私も全く同感だと言ったんです。国文
学者が斉しく望んでいるところで，国文学界の
輿論だと言ってもよいでしょう。それで毎年，
海外文献資料の調査・収集を概算要求に出しま
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うことはいいんですが，日本で本を見て歩くの
はフィールド・ワークにならないらしいね。
－美術史などが部分的にはなっているよ
うです。必ずしも掘らなくてもいいんでしょう
けど。
市古それはやはりバランスを考えているら
しくて，大学に国文学の講座が多いのは不幸な
ことです。だから私は，共同利用機関だけでい
いじゃないかと言うのです。（国文学の)共同利
用機関はここだけですからね。
－タイミングがあるんでしょうね。
市古ええ。（東外大)AA研が一昨年，一部
なったんですが，途中からというのはなかなか
困難な面があるらしい。ただ，望みが無いわけ
じゃないと思っています。
それからもう一つ，コンピューターがあるの
は実験になっていいはずなんだけれど，コン
ピューター関係だけ実験になって，よかったと
言ってしまうと，後はならなくてもよいという
ことになってしまう倶れがあるから，そこを気
をつけなければならない。
実は，それを私は3年ぐらい前は知らなかっ
た。こちらのほうの教官には理学部の出身の人
もいる。東大の助手をやっていた人は，向こう
にいるときは実験講座の研究費をもらっていて，
こちらに来ると，同じ仕事をやっていて非実験
予算というのは実にけしからん話だ，せめてコ
ンピューターだけよこせと言ったのですが，そ
ういうことは却って損かも知れないと，去年あ
たり聞かされました。一括して全部なるという
前提で，まず，コンピューターが，と言うのな
らいい。それを，これだけが通りやすいと言っ
て通してしまうと，後がまた長くかかることに
なる。予算が伸びる(成長する)時に慎重にやる
ことが必要だと思うな。
（大野)フィールド･ワークの必要性を相当強調
して，やらねばなりませんね。
市古ええ。フィールド・ワークは本当に必
要です。事実，史料館に限らず国文のほうだっ
てやっているわけだし，そういうものでふえれ
ば，研究費が潤沢になり，採訪旅行に参加でき
る回数が多くなるわけでしょう。これはぜひや
らなきゃいけないと思うんですが，力及ばず残
念です。
－この問題は次の10年の課題として，新
館長に引き継いでいただかなければならないこ
とだと思います。
市古文献資料部の第四室に客員教授を置く
ことや外国人研究員の招膀などは意外とうまく
いったんですがね。実験講座に切り換えられる
日を待望しています。
大学院協力や国文学の普及など
－それともう一つ，ここは大学院教育に
協力するということが法律にもあり，現実にも
始めていますが，これは共同利用機関になった
構想のころには，考えとしてもう生まれていた
わけですか。
市古ええ。「資料センター｣と言っていたこ
ろの構想にはなかった。ところが，共同利用機
関になるには大学院教育を入れないといけない
ので，付け加えたのです。しかし，後からの追
加だからと言ってそれを決して無視するもので
はなく，大学院の教育に協力するという姿勢は
持っていたのですが，ことに最初の3～4年は
あまりこのことに触れませんでした。なぜかと
言うと場所がないからです。建物が建たず，場
所がない時に，指導するわけにはいかないと
思ったのです。法令には「大学の要請に応じ，
当該大学の大学院における教育に協力すること
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ができる」とあって，絶対的な要請ではないと
考えていたんです。それでも民族学博物館では
早くから大学院の指導を行なっていましたが，
われわれのほうではしばらく見合わせていたの
です。
一一つは，大学にそういう分野の講座が
多いか少ないかの問題もありましょう。
市古そうですね。資料館では全部の建物が
完成して開館してから大学院学生の指導を始め
ることにしたんです。初め東京及び周辺の国立
大学の大学院学生でしたが，翌年から公立を加
えました。民族学博物館も最初は大阪大学と関
西大学の二つでしたが，今年から大学院を限定
せず公募に切り換えたそうです。公募に切り換
えた場合，何人ぐらい受入れ可能か検討しなけ
ればなりませんし，大学院学生の研究する場所
をどうするかなど，いろいろな問題があるわけ
です。けれども資料館でも，将来は公募という
方向へ一歩一歩進んで行かなければならないよ
うに思いますね。
－それは，建物の拡充や，建物以外のい
ろいろな意味の拡充があって，それと並行して
充実していかねばならないと思います。
市古そう。そうでないと，今までのように
指導教官の部屋でやっていると，資料館のほう
のこと(各部室のいわゆる業務)と一緒になって
しまいますから，大変やりにくいと思うんです。
－私どもめいめい，研究も，必要があれ
ば教育も，その他学問の普及などにも力を尽く
すべきだと思いますが，いろいろな意味でさら
に拡充・充実しつつ，現在の大学院教育協力も
まだ十分ではないけれど，やっていきたいと思
います。
市古できる範囲でね。ただ，場所(部屋)の
問題が一番大きい。大学院の人たちが来ても室
や机が与えられないということがあるものです
から……。
－さて，学界と言うか，利用者の問題で
すが，現在，多くの研究者に利用されていて，
10年経って一応軌道に乗ったと言ってよろしい
ですね。
市古そう。最近はいいようですね。開館当
時は本当に来る人がいなくて，困ってしまった
んです。一日にせいぜい10人前後だったでしょ
う。整理閲覧室長が苦心して入館者の増加をは
かっていたことを，つい昨日のように思い出し
ます。入館者が少なかったのは，開館したばか
りで知名度が低いことと土地のなじみがないこ
とや，どんな資料を所蔵するか分らないことな
どが原因だったと思いますが，それでマイクロ
目録の簡略版や収蔵古書の簡単な目録などを
作って配布したこともありました。公開講演会
一学会もそうです－を開いて，なじみがあ
るようにするなど，大変な苦心でした。
公開講演会は普及ということも考えたのです。
初めは朝日講堂や主婦の友会館などで開いてい
たのですが，52年の開館以後は，本館会議室で
行なっています。昭和47年の創設後間もない時
期に早速公開講演会を行ないましたところ，評
議員の方から注意を受けたこともあります。文
献資料を集めて研究するところなのに，どうし
てそういうことをやるのか，通俗すぎる，と。
そのとき私は言ったんです。もちろん主たる業
務はそちらのほうである。しかし，資料館は国
文学の一つの代表的な機関であるとすれば，国
文学の一般への普及を忘れてはならない。今日
古典離れが著しいと言われている。国民から見
放されるような日本文学，古典文学であっては
ならない。なるべく古典に親しみを感じるよう
にしなければいけない。同時に，講演する人に
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は大変だと思うけれど，学術的に水準の高い内
容を分りやすく話してもらう。専門家も聴きに
来ますから。それは非常に難しいことであるけ
れども，学者もそういうことを心がけていいは
ずだ。そういう公開講演会を行なって社会に還
元しないといけないのではないか，と。これが，
当時の私の考えでしたが，今も変っていません。
－その後，公開講演会も回を重ねて，近
年は東京以外の地でもやっていますし，秋に3
日連続の講座的なものも開いたりするようにな
りました。
市古あれ(秋の連続講座)は非常に定着しま
したね。もう一つ開きたいのは，史料館で行
なっているような講習会です。文献の取扱い方
などを主としたものを行ないたいと思うんです
が，まだ実行するに至りません。将来は考えて
もいいかもしれませんね。
－中の者も，和古書取扱い講習はあって
いいんじゃないかと，常々話題にしています。
市古調査員に配っている手引があるでしょ
う。あれ，初めのうちは悪口を言ったけれど，
割合いい｡(笑）だんだんよくなりましたね。
－ああいうものも学界の役に立つなら，
役立て方は検討していいかもしれませんね。
市古ええ。研究室であれを欲しいと言う人
もあるわけです。書誌学のイロハのイぐらいの
ところが書いてあるわけだから。
－教材利用の許可を求められたことがあ
り，確か館長にご相談して許可したことがあっ
たと思います。
市古資料館は国の一つの機関ですから，も
ちろん研究が中心ですが，同時に広い範囲の普
及ということも考えないといけないと思います。
年鑑と古典籍総合目録事業
－次に，現在『国文学年鑑』という名前
になっている文献目録について，少しお伺いし
たいのですが……。
市古あれは資料館ができて間もなく，48年
から編集を始め，年度の終りに昭和46年の分を
出しました。人が少ない時です。なぜそれを始
めようと思ったかと言うと，38年から45年まで
は東大の国文学研究室で編集していました。助
手や大学院生の諸君が献身的に従事してくれた
のです。こういう出版物は，情報過多の今日，
絶対に必要ですが，片手間にするのは容易では
ありません。公共事業と言うべきものです。そ
れで資料館ができたら早く移したいと思ってい
ました。だいたい下地はできているものですか
ら，東大で「研究文献目録」を作った人々に協
力してもらって，「国文学研究文献目録』を出し
始めたのです。
－当館設立と同時に先生はそれを構想さ
れ，企画されたわけですか。
市古ええ。そうせざるをえなかったような
ところもあるんです。東大の研究室で作り始め
たのは，助手の人がぜひしたいと言ってくれた
からでしたが，報酬は印税だけで，いくら国文
学の進歩のためと言っても，編集の人には大変
気の毒なことをしたと反省しています。けれど
も，一旦出した以上，途中でやめるわけにも行
かない。資料館のほうなら，人手も豊かですか
ら，こちらへ移してよかったと思います。最近
どんどん充実してきていますね。岡さんは48年
はやらなかったんでしょう。
（岡）再校が出始めたころ，ここへ入って来ま
した。
市古じゃ，久保田(淳)君，篠原(昭二)君な
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んかとは，48年からのつき合いですか。大変ご
苦労様です｡(笑）
（岡） 今はコンピューターと結びつけてやっ
ていく方向で，かなりいい方向に進んでいると
思うんです。
市古そうですか。あれも年を追って充実し
てきて，どんどん厚くなるじゃないですか。
－－ページ数がふえたことを充実と思われたら
困るんだけれど。『年鑑jはほんとにうまくいっ
たと思いますよ。
（山中）「古典籍総合目録」のことも……。
もともとあれは国家的な事業だと言われている
のを一書蝉が損得を度外視して記念事業として
刊行したもので，追加補遺などは不可能なこと
です。（これも大変な仕事ですから)それを受け
継ぐとは決して言いませんが，先ず『総目録」
未収の文献を集め整理することから始める。そ
してそれを学界に利用してもらう｡それから『国
書総目録」所収の資料を調査・再録し，全部合
せた日本の古典籍の綜合目録をこしらえる，と
いう計画です。これは非常に大きな国家的な事
業だろうし，外国でもそれを非常に望んでいる
ようです。大英図書館では同館所蔵のおびただ
しい江戸時代前期の版本の書誌を作製している
そうですが，聞くところによると『国書総目録』
を不可欠の参考書としているそうです。
－最近欧米の図書館で和古書の整理に乗
り出しているところがいくつかありますが，そ
ういったところではどこでも，目録原稿に『国
書総目録jを"KS"として, ｢KS何巻何ペー
ジ何段」と付けています。
市古そうですか。あれは間違いもあります
が，一応の目安にはなると思います。ただ，そ
の後に出た図書館の目録などがかなりの数に
上っており，『総目録』に入っていないものが少
なくない。そういうものから始めて，明治以前
に日本にどれぐらいの本があったか，息長く事
業を続けて行く必要があると思いますね。
しかし国書の中の国文学だけに限りますと，
どれが国文学の書かということが問題になって，
そのために非常に神経を使わなければならなく
なる。また，その国文学書の認定は誰がするの
か，随分人によって違いますし，時の推移に伴
なって国文学の枠が動いて行くことも考えられ
ましょう。だから国文学の範囲を超えて，日本
の古典籍ということで，明治元年以前に日本人
鰐
市古あれが始まったのは，3年くらい前か
な。これは渡辺部長が非常に力を入れて予算を
得るために骨折ってくださったんです○
－54年度に整理閲覧部が独立してその翌
年，55年度から予算がついて，仕事が始まりま
した。
市古 「古典籍総合目録」は，初めから下心
があったものなんです。かつて『国書総目録』
が出たとき，いろいろ間違いはあったが便利が
られました。ただ，それに用いた資料は昭和30
年ぐらいまでのものですから，『総目録』未収の
資料がたくさん出ているわけです。そういうも
のは『国書総目録jに追加すればいいんですが，
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るものですから。もっとも，私がそう言うだけ
で，実際にやる方がどうだか，その辺はよく知
りませんが，何としてもコンピューターに入れ
るべきだと思います｡そうすれば,｢国書総目録」
を作った時よりはもう少し苦労が少なく，能率
的にいくかもしれませんね。
－当座は『国書総目録」の続編というか，
補遺版をまず第一にして……。
市古一番手っ取り早いのはそうですけれど，
しかしそれだけで終わるのではなく，あれを包
含する大きなものにしていただきたい。「国書
総目録」はいろいろ足りないところがある。そ
れを補充してほしいことが少なくありません。
江戸時代の版本について最近調査が進んでいま
すが，それに伴なって出版書騨の研究が行なわ
れています。そのためには「刊記」がほしいの
ですが，『総目録』ではこれを付けませんでし
た。「刊記｣を付け加えるのは大変だと思います
が，将来，どういうような形でもいいから付け
てほしい。書物の所蔵者の移動なども，できる
だけ追跡してほしいと思いますね。これまた非
常に困難なことでしょうが。
同時に，翻刻の有無，その本がいつどこで翻
刻複製されているかも調査して示してもらいた
い。昭和20年以後の国文学関係の翻刻文献の総
覧を現在日本古典文学会で編集中ですが，国文
学だけでも相当な数量に上ります。まして，あ
らゆる書にわたっての翻刻文献を採録するのは，
それだけでも全く大変なことだと思いますね。
の作った書物を総合したほうがはるかに将来性
もあり，便利だと思うのです。そう考えたので
すが，国文学研究資料館で国文学を超えた文献
の目録を作るのですから，その事情を文部省の
方にも次のように話しましたところ，非常によ
く理解してくださいました｡(これにも大いに感
謝しています｡）例えば江戸時代に医者で文学
者という人がいる。その人を研究するとなると
先ず伝記を知ることが必要ですが，その著作に
は医書があるかも知れず，そういうものについ
ても調査しなければならない。平賀源内なんか
も科学者でそして文学者ですね。そういうこと
もあって，文学書だけでは研究によっては不十
分である。国文学の枠を守っていたのでは遅れ
をとってしまう。一方現在は学際的研究が盛ん
ですし，それらの諸点を考えると，大きく網を
広げて，全部の古典籍を網羅したほうが有効だ，
と説明したわけです。
これを国文学研究資料館で行なうのは大それ
たことのようですが，かつて『国書総目録」は
国文学関係者が中心になって作った。将来はい
ろいろな分野の人に協力を仰ぐにしても，そう
いうものをリストアップすることは可能です。
そういう能力を国文学者は具えていると思う。
これこそは世界的な大きな仕事ですよと言って，
10年継続の特別事業として認めてもらったんで
す。時期も非常によかったと思いますね。新規
事業をほとんど認めない今日では，絶対にだめ
です｡(笑）ただし，定員はつきませんでしたの
で，今後資料館内で苦労なさると思うけれど，
急がないで, 50年ぐらい後にはすばらしいもの
ができるように，ひとつお願いします。
－しかも，この館にあるコンピューター
を使って編集しようということですね。
市古ええ。コンピューターという利器があ
共同研究
－もう一つ，共同研究について。これは
予算がついてスタートしたのは，52年でしたが
◎
市古共同利用機関は共同研究を一つの柱に
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考えています。ことに自然科学系の共同利用機
関ではそれが非常に強いのです。ある一つの機
械を使って共同研究を行なうということです。
国文のほうでもそれを初めから考えたのですが，
共同研究は非常に困難です。文学の研究は共同
研究とはなじまない面があるからです。書誌
学・文献学的なものだとまだいいんです。それ
でもだめだ(できない)と君たちは言いたいだろ
うけれど(笑)……。そうかと言って，しかし今，
共同研究は，共同利用機関に課せられた使命，
一つの柱みたいになっているんですね。共同利
用機関には共同利用と共同研究があると思いま
す。あるものをお互いに利用して共同研究する
のではなく，それをみんなで利用し，それぞれ
研究する，そういう共同利用が当館の主たる目
的だ－これも共同研究だと言えないことはあ
りませんが－と考えています。ただ，共同利
用機関としては共同研究が一つの柱と考えられ
ていますし，また共同研究も国文学者として取
り組まなければならぬ一つの課題でもあるわけ
ですから，やや後れて52年度から共同研究を始
めました。
その時，共同研究の題目について，委員会等
で協議しましたが，資料館としては資料を使っ
て共同研究をやったらどうかということになり，
解題が先ず取り上げられたのだと思います。と
ころが，世間一般の人は「解題」という言葉に
なじまず，解題は研究であるか，ないか，とい
うことを言うんです。昨年も当館を調査に来ら
れた方から同様の疑問が出され，私は研究の一
分野だと十分説明しました。その時は納得して
帰られたのですが，依然として解題は研究では
ないという人もいましてね。
－解題というのは研究の結果書くもので，
研究がなければ解題は書けないはずですね。
市古そうです。内容を知らない人が，何が
何ページありますと，ただ物理的に測ったもの
は，解題じゃないと思います。これがなかなか
一般の人には分らない。世間には安易な解題と
称するものがたくさん出ているからでしょうね。
ですからある時，この館の中で，「解題｣という
語をやめて「文献学的研究」か何かにしなさい
と言ったんです。そうすればそれでいいわけで
す。言葉の上だけのことで，くだらないことだ
と思いますが，世の中にはそう言ってもいられ
ないことがあるものですから。
そういうことで解題研究を始めました。これ
は担当なさった方には大変なご迷惑をかけたら
しい。ですけれど，初雁文庫の解題はいいもの
ですし，今度は俳書解題が出るそうですね。あ
あいうものは決して単なる作業じゃない。やは
り共同研究です。みんなで共同して，若い人達
と共同研究して，育てていってもいいと思うん
です。そういう共同研究として伸ばしてもらい
たいけれど，同時に，公募という問題が起こっ
ているわけです。今までも適任者を公平に選定
しているはずですが，多少は公募という問題を
入れてもいいですね。最近，今年からなさった
とか……。
－今年から一部，公募を取り入れること
になりました。
市古伺うところによると，たいへん希望者
が多いそうですね。そういう方向もうまくいけ
ばいいと思うんです。
－かつてやった解題研究も，あの種の研
究はそれなりに，つまり一人ずつがやるよりも，
共同研究の形でやって，有益だったろうと思い
ます。
市古解題は中年の人でももう一遍やり直し
たほうがいいんじゃないかと，最近つくづく
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思っているんです。一緒に作業しているといろ
いろ伸びるわけです。中心になって進めて行く
人は大変でしょうが，そんなことを言わないで，
指導して，解題を発達させることはいいこと
じゃないでしょうか。
－研究するという過程と研究成果を世に
出す過程とは一つ別ですから，研究するのは誰
にとっても.その人なりに有益だったろうと思い
ます。これは今後もそうあるべきだし，あると
思います。
市古そうあってほしいと思います。皆さん
にそれぞれプラスになりながら成長していって
ほしい。ただ，そのしわ寄せが資料館の人たち
のところへ来るとなると，私は何とも言えない
んだけれど，そうお考えにならないで，ひとつ
やっていただきたいと思います。
（一同）（無言でうなずく）
いていただきたいと思います。そして，先輩達
が(一番大変だったのは1年か2年の間ですが）
非常に苦労なさってこしらえたものですから，
それについての不平なども時に出てくるだろう
と思うけれど，そうじゃなくて，なるべく皆さ
んの利用に供することに努力していただければ，
大変ありがたいと思います。
また利用だけじゃなくて資料の提供について
も必要があると思うので，国文学者全体の協力
で，この資料館を大きく育てていってほしいと
思います。館内の人はそういう国文学界の総意
を受けて実際的に処理するのだ，そして一緒に
壮大な国文学の殿堂を築くのだという考えで，
これからの難局を切り抜けていただきたいと思
いますね。
10年間経って，マイクロフィルムも5万点く
らいになったのでしょうか。そろそろいいコレ
クションになってきていると思うんです。
－それでも全体計画の10分の1でしょう
か。
市古やはり100年経たないとだめでしょう
ね。（東大)史料編纂所は100年ですから。あのく
らいになれば史料編纂所よりはもっとよくなる
かも知れないと期待しています｡(笑）
最後になりましたが，私のいる間，不慮の事
故でお二人の(注，大久保正･榎本宗次両氏),そ
れと病気でお一人(注，鎌田永吉氏)の方が亡く
なられました。同志として一緒に努力していた
だいた方が，中道とは申しませんが，こういう
ことになって，私にとっても非常な衝撃でした。
心からご冥福をお祈りいたします。
－長時間，どうもありがとうございまし
た。
4．終 り に
－こうして今日，設立前からこの10年間
のことを，いろいろお伺いしたわけですが，最
後に，この4月に一応お引きになって，数箇月，
外から資料館をご覧になって，今後資料館がど
う進むべきかというアドバイスをいただけませ
んか。
市古いや。注文はちっともありませんし，
辞めた者はあまり何も言わないほうがいいだろ
うと思って，慎しんでいるわけです。ただ，み
んなの力で建てたということが原点で，国の内
外を問わずあらゆる日本文学の研究者の利用に
供するということ－もちろん大学を中心とし
てですが－，これはやはり皆さんの念頭に置
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